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1. はじめに 

京王電鉄株式会社（以下、「当社」）は、以下の通りサステナビリティファイナンス・フレームワーク（以下、「本フレーム

ワーク」）を策定いたしました。 

当社および当社を中心とする京王グループ（以下、「京王グループ」または「当社グループ」）は、本フレームワークに基

づいたサステナビリティファイナンスの実行を通じて、持続可能な社会の実現と長期的な企業価値向上に向けた取り組み

を、ステークホルダーの皆様に対して改めてお示しするとともに、より一層推進してまいります。 

 

2. 京王グループの概要 

京王線は新宿と八王子を結ぶ路線として計画され、1913 年に笹塚～調布間が開業しました。未開業区間の新宿

～笹塚間においては東京で最初のバス営業を開始し、1928 年には新宿から東八王子まで電車が直通、1934 年に

は渋谷～吉祥寺間が全線開業しました。当時まだ開発が進んでいなかった西東京エリアに鉄道とバスを走らせ、公共交

通機関として人々の往来を支えました。 

戦後の 1948 年に京王帝都電鉄が発足、戦後復興と高度経済成長期の中で不動産、流通、ホテルなど事業の多

角化を進め、1964 年には「京王百貨店新宿店」を、1971 年には当時の超高層ホテル第 1 号として「京王プラザホテ

ル」をオープンさせました。 

2000 年代からは、多世代が交流・躍動するまちを目指し、京王子育てサポート、京王ウェルシィステージ、京王フェア

ウェルサポートなどを設立し、生活支援サービスを拡充することで、時代の変化に対応した暮らし方を提案してきました。 

また、鉄道により分断されていた市街地の一体化や混雑緩和、安全性向上を目指し、2012 年の調布駅付近地下

化切り替え工事を実施したほか、現在は笹塚駅～仙川駅間約 7.2km の連続立体交差事業にも取り組んでいます。

1913 年の鉄道・バス開業から 110 余年を迎えた京王グループは、新宿からはじまる東京西部一帯を基盤に、グループ

の総合力を生かした多角的な事業を展開しています。 
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2.1 事業概要 

京王グループは、交通業、不動産業、ホテル業、建設設備業、生活サービス業の 5 つの事業グループから構成されて

います。 

 

交通業 

京王電鉄のほか、京王電鉄バスグループ、西東京バス、京王自動車などから構成され、鉄道事業を中核に、バス・

タクシーなど多様なサービスによって沿線の交通ネットワークを構築しています。鉄道事業は、新宿を起点とする京王線

と、渋谷を起点とする井の頭線からなり、東京都西部を中心に神奈川県北部にもまたがる 84.7km の路線です。  

通勤通学路線という性格が強い一方で、世界屈指の登山客数を誇る「高尾山」など行楽地への輸送の役割も果たし、

首都圏交通の大動脈の一翼を担っています。 

 

不動産業 

京王電鉄のほか、京王不動産、リビタ、サンウッドなどから構成されており、不動産賃貸業では、 新規賃貸資産の

開発や賃貸資産の管理・営業、ショッピングセンターの管理・運営、社有地の総合管理を行っています。不動産販売

業では、沿線内外における新築分譲マンション事業やバリューアップ投資事業の推進・拡大に取り組んでいます。このほ

か、新宿駅西南口地区開発計画をはじめとする沿線拠点開発や地域と連携したエリア価値向上策に取り組むことで、

魅力的な沿線づくりを目指しています。 

 

ホテル業 

ホテル業では、グループ全体で 25 店舗、約 6,000 室のホテルを展開しています（2025 年 8 月時点）。ビジネス

や観光の拠点など、多様なニーズに応えるシティホテル「京王プラザホテル」を新宿・八王子・札幌で運営しているほか、

宿泊特化型ホテルとして京都・札幌に 2 店舗を展開する「京王プレリアホテル」、東京都心部を中心に計 10 店舗を展

開する「京王プレッソイン」を運営しています。また、飛騨高山ではリゾートホテル「高山グリーンホテル」を運営し、お客様

へ非日常体験を提供しています。 

 

建設設備業 

建設設備業は、京王設備サービス、京王建設、京王重機整備などから構成され、長年培った高い技術力で鉄道

事業や不動産業の安全・安心を支えています。公共施設の維持・運営管理業務の実績が豊富なビル総合管理業の

ほか、鉄道車両の整備、改造工事を全国各地から幅広く受注している車両整備業、インフラ整備や公共施設などの

土木工事からマンション・オフィスなどの建築工事まで幅広い施工実績のある建築・土木業などを展開しています。 

 

生活サービス業 

生活サービス業は、京王百貨店、京王ストア、京王パスポートクラブ、京王子育てサポートなどから構成され、時代に

適した商品とお客様の満足を第一に考えたサービスで、京王沿線を中心としたお客様の毎日の暮らしをサポートし、より

豊かな生活への提案を行っています。その他、広告代理業や当社グループのシェアードサービスセンター各社も当セグメ

ントに包括されています。  
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2.2 京王グループ理念 

グループ経営を強化していくにあたり、当社グループの存在意義を明文化し、価値観を共有するため、2003 年 1 月

に「京王グループ理念」を制定しました。この「京王グループ理念」のもと、グループ一丸となって総合力を高め、グループと

しての企業価値向上に努めています。 

 

2.3 京王グループ中期経営計画「HIRAKU2030」（2025 年度～2030 年度） 

当社グループは、「国内で最も活気とポテンシャルがあるエリア」「日本一安全でサービスの良い持続可能な交通」という

長期的にありたい姿の実現に向け、2030 年代に大規模投資を本格化してまいります。その入り口となる 2030 年度を

重要な節目と位置づけ、2025 年度から 2030 年度までの 6 年間を将来に向けて経営基盤を強化する期間として、

新たな「京王グループ中期経営計画（2025 年度～2030 年度）」を 2025 年 5 月に策定いたしました。 

今回中計では「HIRAKU」をテーマに掲げ、京王グループの未来を切りひらくべく、『ハード/ソフト一体での「まちづくり」

の推進』、『新たな時代に向けた交通の創造』、『事業成長と財務課題解決の両立』、『サステナビリティ経営の推進』の

4 つの重点施策に取り組み、企業価値の向上を目指してまいります。 

 

中期経営計画のサマリ 



 

- 4 - 

 

3. サステナビリティ経営の推進  

3.1 京王グループサステナビリティ基本方針 

公共交通事業者としての社会的責務を果たすという使命を軸に、不動産業、ホテル業、建設設備業、生活サービ

ス業といった幅広い事業を通じて、幸せな暮らしの実現や地域の発展を目指してきました。このようなグループの幅広い

事業活動を通じて持続可能な社会の実現に貢献し、長期的な企業価値の向上を目指す旨を明文化した、「京王グ

ループ サステナビリティ基本方針」を策定しています。（2023 年 5 月 12 日制定） 

 

3.2 サステナビリティ経営推進体制 

京王グループではサステナビリティの視点を踏まえた経営を推進するため、代表取締役社長 社長執行役員が委員

長を務める「サステナビリティ推進委員会」を設置しています。同委員会では、サステナビリティに関する全社方針や推進

体制の整備、サステナビリティを巡るリスク・機会の把握、マテリアリティの設定、指標と目標の策定・実績把握等につい

て審議・決定を行い、当社取締役会に報告することとしています。また、グループ共通課題についてはサステナビリティ推

進担当者連絡会にてグループ会社・各部門と連携しながら対応しています。 

 

3.3 マテリアリティ 

「京王グループ サステナビリティ基本方針」のもと長期的に取り組むべき主要課題として、SDGs 等のイニシアティブや

ガイドラインにおける社会課題の視点も取り入れた 7 つのマテリアリティ（安全・安心、「まち」との共生・発展、幸せな暮

らし、デジタル社会への対応、活躍する人財、環境にやさしく、経営基盤）を設定し、持続可能な社会の実現と企業

価値の向上を目指しています。マテリアリティに紐づく社会課題を当社グループの事業を通じて解決していく中で、沿線

力を向上させ、長期的に「住んでもらえる、選んでもらえる沿線」であり続け、そこで生活する人の「幸せな暮らし」を実現

することで、当社グループの価値を創造してまいります。 
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   ※赤字：2025 年度に追加・変更した指標  
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3.4 脱炭素・循環型社会実現への貢献 

当社グループ（連結）の非財務 KPI として CO₂排出量（Scope1、2）の削減目標を設定しています。CO₂排出

量を 2050 年度に実質ゼロにすることを目標としており、その中間地点である 2030 年度には連結として 2019 年度比 

30％、鉄道では 2013 年度比 46％の削減を目指します。 

 

【鉄道における CO₂排出量削減の取り組み】 

電車の加速力や速度などに応じて、電圧や周波数を変化させながら効率よく動

かす「VVVF インバータ制御装置」を 1992 年に初めて導入以降、継続的に導入

を進め、2012 年に全営業車両の VVVF インバータ制御化を大手民鉄で初めて

完了しました。 

また、電車がブレーキをかけた際に発生する回生電力を駅設備で使用される電

力に変換して、駅の照明や空調、エスカレーターなどに供給する駅舎補助電源装

置を導入しています。現在、東府中駅、高幡不動駅、北野駅、めじろ台駅、若

葉台車両基地に導入しています。 

 

【電気バス・燃料電池バスの運行】 

京王グループのバス事業では、電気バスおよび燃料電池バスを導入しています。 

電気バスは、バスに搭載したバッテリーに貯めた電気でモーターを駆動させ、CO₂等

の排気ガスを排出せずに走行するほか、バス自体が大型の電源施設となり、災害

時などに電気を供給する機能も有しています。燃料電池バスは、水素と大気中か

ら取り込んだ酸素の化学反応により発電した電気をモーターの駆動に使用します。 

いずれも環境にやさしいバスであり、滑らかな加速や静粛性を兼ね備えています。 
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【環境配慮型リノベーションファンドの組成（リビタ）】 

リビタでは、株式会社日本政策投資銀行および DBJ アセットマネジメント株式会社と、新たにリノベーションマネジメント

の仕組みを導入した環境配慮型リノベーションファンドを組成し、運用を開始しています。当ファンドは、リノベーションノウハ

ウを持つリビタと、金融と不動産に多様なチャネルを持ち、「DBJ Green Building 認証※1」など独自の環境認証を持つ

DBJ グループが協業することにより、老朽化した賃貸物件を環境配慮型不動産としてバリューアップして市場へ再流通させ

ることを目的としています。リノベーションマネージャー※2 による良質な住戸を提供し続ける仕組みを導入することで、「リノ

ベーション×ESG 投資」によるサステナブルな社会の実現を目指します。 

※1 環境・社会への配慮がなされた不動産とその不動産を所有・運営する事業者を支援する取り組みとして 2011 年 4 月に DBJ が創設した認証

制度 

※2 ファンドの保有物件に対して、建物の改修・バリューアップのサポートを継続的に行う役割を指します。 

 

【実質再生可能エネルギーの導入】 

京王グループにて所有または運営管理する「京王プラザホテル（新宿）」「京王プレ

ッソイン」全店舗、「京王聖蹟桜ヶ丘ショッピングセンター」では、使用する電気の全てを

実質再生可能エネルギー由来の電力に切り替えています。（2025 年 9 月現在） 

 

 

【「森林×ＡＣＴチャレンジ 2025」グランプリ受賞】 

当社では、北海道に所有する森林（約 300ha）の整備や、「京王水源の森」における森林保全

作業への参加、「京王あそびの森 HUGHUG＜ハグハグ＞」や高尾山口駅での多摩産材の活用、「高

尾の森 親子森林体験スクール」での環境プログラムの実施など、環境保全や環境意識向上につなが

る活動を行ってきました。この度、これらの取り組みが高く評価され、林野庁が主催する「森林×ＡＣＴ

チャレンジ 2025」において、グランプリ（農林水産大臣賞）を受賞しました。なお、鉄道事業者による

受賞は全国初となります。 

※「森林×ＡＣＴチャレンジ」は森林の適切な整備・保全に貢献する企業や団体等の優れた取り組みを顕彰する制度です。 

 

 

当社 web サイトや統合報告書もあわせてご覧ください。 

https://www.keio.co.jp/company/sustainability/ 

  

https://www.keio.co.jp/company/sustainability/
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4. サステナビリティファイナンス・フレームワーク 

本フレームワークは以下の原則等に基づき策定しており、これらの原則等との適合性に対するセカンド・パーティ・オピニオ

ンを株式会社日本格付研究所（JCR）より取得しております。 

本フレームワークに基づき、充当するプロジェクトに応じて、下記いずれかの債券もしくはローンによる資金調達を行います。 

※以降では、グリーンファイナンス、ソーシャルファイナンス、サステナビリティファイナンスを総称して「サステナビリティファイナンス

等」とします。 

 

4.1 調達資金の使途  

当社により発行／実行されるサステナビリティファイナンス等の調達総額と同額が新規ファイナンスまたはリファイナンスとし

て、新規または既存の適格プロジェクトへ充当されます。なお、既存プロジェクトへの充当の場合は、サステナビリティファイナ

ンス等の発行／実行から原則として 3 年以内に実施したプロジェクト（ただし、グリーンビルディングに関するプロジェクトは

除く）とします。 

 

【グリーン適格クライテリア】 

ICMA GBP カテゴリー 

および 関連するマテリアリティ  
適格クライテリア プロジェクト例 

クリーン輸送 

➢ 「まち」との共生・発展 

➢ 幸せな暮らし 

➢ 環境にやさしく 

 電気を動力とする車両の新造・改造・

更新に係る投資 

 省エネ性能が向上した新型通勤車両 2000

系の導入 

 新型 VVVF インバータ制御装置への更新 

 自動運転設備を活用したワンマン運転の実施

に向けた車両の改修、更新 

 鉄道運行に必要な設備投資  自動運転設備を活用したワンマン運転の実施

に向けた設備の改修、更新 

 駅の移設、改良工事（鉄道運行関連施設の

バリアフリー整備を含む） 

 ホームドア、転落防止固定柵の設置、更新 

 踏切障害物検知装置の設置、更新 

 グリーンボンド原則 2025（ICMA）（以下「GBP」）  ソーシャルボンド原則 2025（ICMA）（以下「SBP」） 

 グリーンローン原則 2025（APLMA, LMA, LSTA）  ソーシャルローン原則 2025（APLMA, LMA, LSTA） 

 グリーンボンドガイドライン 2024 年版（環境省）  ソーシャルボンドガイドライン 2021 年版（金融庁） 

 グリーンローンガイドライン 2024 年版（環境省）  サステナビリティボンドガイドライン 2021（ICMA） 

  

種類 内容 

グリーンファイナンス グリーン適格プロジェクトのみを資金使途とする資金調達 

ソーシャルファイナンス ソーシャル適格プロジェクトのみを資金使途とする資金調達 

サステナビリティファイナンス 
グリーン適格プロジェクト及びソーシャル適格プロジェクト双方を資金使途とする資金
調達 
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ICMA GBP カテゴリー 

および 関連するマテリアリティ  
適格クライテリア プロジェクト例 

気候変動への適応 

➢ 安全・安心 

➢ 環境にやさしく 

 鉄道関連設備の自然災害対策  鉄道施設及び沿線の法面補強による土砂災

害対策 

 地下区間の浸水対策 

グリーンビルディング 

➢ 「まち」との共生・発展 

➢ 幸せな暮らし 

➢ 環境にやさしく 

環境性能の高い建物の新築、改修 

以下のいずれかの建物認証を取得、

将来取得、更新予定の建物の建設又

は内装・設備の工事若しくは更新に係

る費用 

 LEED：Silver 以上（LEED 

BD+C の場合は v4 以降） 

 BREEAM：Very good 以上

（BREEAM New Construction 

の場合は v6 以降） 

 CASBEE：B+ランク以上（自治体

版は含まない） 

 DBJ Green Building 認証：3 つ

星以上 

 ZEB/ZEH-M/ZEH（nearly, 

ready, oriented を含む） 

 BELS 認証（2016 年基準）：3

つ星以上（新省エネ基準における既

存不適格（工場等（物流倉庫含

む）：BEI＝0.75 超え）ではない

こと） 

 BELS 認証（令和 6 年度基準）

における以下のレベル 

✓ 非住宅 : レベル 6～レベル 4 

✓ 再生可能エネルギー設備がある住

宅 : レベル 6～レベル 3 

✓ 再生可能エネルギー設備がない住

宅 : レベル 4～レベル 3 

 京王品川ビル 

（CASBEE-不動産：S ランク） 

 京王調布小島町ビル 

（CASBEE-不動産：S ランク） 

 京王府中 1 丁目ビル 

（CASBEE-不動産：S ランク） 

 

【ソーシャル適格クライテリア】 

ICMA SBP カテゴリー 

および 関連するマテリアリティ  
適格クライテリア プロジェクト例 

手ごろな価格の 

基本的インフラ設備 

➢ 安全・安心 

➢ 「まち」との共生・発展 

➢ 幸せな暮らし 

鉄道事業の安全・安心確保のための取り組み 

【対象となる人々】 

 高齢者、障がい者等を含む、鉄道をご利用さ

れる全てのお客様 

 沿線地域に住む人々 

 連続立体交差事業による交通渋滞・

事故の軽減 

 ホームドア・転落防止固定柵の設置に

よる安全性向上 

 耐震補強 

 踏切障害物検知装置の設置、更新 
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ICMA SBP カテゴリー 

および 関連するマテリアリティ  
適格クライテリア プロジェクト例 

必要不可欠なサービスへの 

アクセス 

社会経済的向上と 

エンパワーメント 

➢ 「まち」との共生・発展 

➢ 幸せな暮らし 

当社沿線地域の活性化や利便性向上に貢献

するための取り組み 

【対象となる人々】 

 高齢者、子育て世代 

 沿線地域に住む人々 

 京王多摩川駅周辺の新たなまちづくり

の推進における、認可保育園、福祉・

医療施設の建設・設置 

必要不可欠なサービスへの 

アクセス 

➢ 「まち」との共生・発展 

➢ 幸せな暮らし 

バリアフリーへの取り組み 

【対象となる人々】 

 高齢者、障がい者等の体の不自由な人々 

 大型フリースペースを備えた新型通勤

車両 2000 系の導入 

 駅や施設におけるバリアフリー設備の導

入 

 

【プロジェクト例】 

① 新型通勤車両「2000 系」を導入 

従来型車両より環境性能を高める施策としてフル SiC 素子を用いた新型の

VVVF インバータ制御装置を搭載（当社 7000 系車両と比較し約 20％の省エ

ネ性能向上）したほか、子育て世代やシニア世代など、年齢や性別、また目的を

問わず、あらゆるお客様が安全・快適に鉄道をご利用いただけるよう、5 号車に当

社初となる大型フリースペースを設置します。 

 

② 京王線・井の頭線全駅へのホームドア整備の推進 

お客様の安全性と列車運行の安定性確保の観点から、ホームドア整備を推進

しており、井の頭線は 2020 年代中頃、京王線は 2030 年代前半にホームドアの

全駅整備を完了する予定です。 

 

③ 笹塚駅～仙川駅間における連続立体交差事業の推進 

笹塚駅～仙川駅間約 7.2km の区間を高架化することにより、25 か所の踏切

を除却すると共に、7 か所の都市計画道路を立体化し、あわせて側道を整備する

事業を推進しており、交通渋滞の解消や踏切事故の防止、地域の南北一体化な

どの効果が期待されます。※連続立体交差事業は東京都が事業主体となり、道

路の整備の一環として施行する都市計画事業です。 

 

④ 京王多摩川駅前開発プロジェクト「itonami」の推進 

京王相模原線京王多摩川駅徒歩 1 分に位置する約 2.8ha の敷地におい

て、土地区画整理事業と併せて A 棟・B 棟・C 棟の計 3 棟の建物を開発しま

す。本開発では、賃貸住宅、分譲住宅、商業店舗、保育園、調布市福祉施設

など多様な用途を計画し、「住み継がれる、暮らし継がれる街」を目指して、街に

根差し、完成して終わりでなく、10 年後 20 年後それ以降も街の魅力が向上し

ていくような持続可能なまちづくりに取り組んでいます。 
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4.2 プロジェクトの評価及び選定のプロセス 

適格プロジェクトの選定においては、経理部が中心となり、経営企画部サステナビリティ推進担当の助言を受けながら、

適格クライテリアへの適合状況を確認し、経理部担当役員が最終承認を行います。 

また、すべての候補となる適格プロジェクトについては、事業実施の所在地の国・地方自治体にて求められる環境関連

法令等の順守、必要に応じた環境への影響調査の実施、地域住民への十分な説明の実施等を適確に行っております。 

 

4.3 調達資金の管理 

経理部が調達した資金について、適格プロジェクトへの充当および管理を行います。経理部は、調達金額と同額が適

格プロジェクトに充当されるよう定期的に内部会計システムを用いて追跡管理し、経理部長が確認を行います。なお、未

充当資金は現金または現金同等物で管理します。 

 

4.4 レポーティング 

調達された資金の充当状況、環境および社会への効果（インパクト）として当社が定めた内容について、調達資金

の全額が充当されるまでの間、合理的に実行可能な限りにおいて、年１回、当社ウェブサイトで開示または貸し手に対

して報告（ローンの場合のみ）します。 

 

資金充当レポーティング 

① 資金の充当計画 

② 充当した資金の額 

③ 未充当資金の概算額、充当予定時期および未充当期間の運用方法 

④ リファイナンスに充当した場合の概算額または割合 

 

インパクト・レポーティング 

＜グリーンプロジェクト＞ 

ICMA GBP カテゴリー レポーティング項目 

クリーン輸送 
 車両投入実績  

 鉄道関連設備における維持・改修・更新工事の内容  

 想定 CO₂排出削減量 

 単位輸送量あたりの CO₂排出量 

気候変動への適応 
 プロジェクト概要 

 法面補強・浸水対策工事等を実施した箇所数 

 法面補強・浸水対策工事等によって期待される安全向上効果 

グリーンビルディング 
 物件概要  

 取得した認証の種類とランク 

 想定 CO₂排出削減量 
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＜ソーシャルプロジェクト＞ 

ICMA SBP カテゴリー 適格クライテリア 

レポーティング項目 

アウトプット アウトカム インパクト 

手ごろな価格の 

基本的インフラ設備 

・ 鉄道事業の安全・安心

確保のための取り組み 

 

 プロジェクトの概要  鉄道輸送人員数 

 交流人口 

 各駅の一日平均

乗降人員数 

 踏切削減数 

 すべての人が安

全・安心に利用で

きるモビリティサービ

スの実現 

必要不可欠なサービスへ

のアクセス 

社会経済的向上と 

エンパワーメント 

・ 当社沿線地域の活性化

や魅力向上に貢献するた

めの取り組み 

・ プロジェクトの概要  周辺開発をした各

駅の一日平均乗

降人員数 

 

 地域活性化や課

題解決、地域との

コミュニケーション強

化 

必要不可欠なサービスへ

のアクセス 

・ バリアフリーへの取り組み ・ プロジェクトの概要 

 

・ 車両投入実績 

・ バリアフリー設備の

導入駅数 

・ すべての人が安

全・安心に利用で

きるモビリティサービ

スの実現 

 

以 上 


